
　

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
た
民
営
化
で
、
三
つ
の
町

立
保
育
所
や
六
つ
の
施
設
が

民
間
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
業

務
上
の
仕
事
内
容
に
よ
っ
て
、

民
間
運
営
の
方
が
効
果
が
上

が
り
効
率
が
良
い
と
考
え
ら

れ
る
。
町
立
給
食
セ
ン
タ
ー

や
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
、
町

の
上
水
道
事
業
の
民
間
移
管

の
考
え
は
な
い
か
。

町　

長

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

町
と
し
て
確
保
す
べ
き
今
ま

で
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
、
経
費

の
削
減
等
、
総
合
的
に
検
討

を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

財
政
面
や
教
育
面
を
考
慮
し
、

今
後
民
間
委
託
の
方
向
で
、

農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
は
急
激

な
高
齢
化
が
進
む
中
で
は
、

機
械
経
費
等
の
コ
ス
ト
削
減

受
委
託
作
業
の
核
と
な
る
担

い
手
が
育
ち
集
落
営
農
体
系

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
役
割

は
重
要
で
あ
り
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

　

水
道
事
業
は
、
住
民
の
生

活
に
重
要
で
責
任
あ
る
業
務

で
あ
り
、
安
全
面
を
重
視
し

今
の
と
こ
ろ
民
間
移
管
の
考

え
は
な
い
。

坂
元
議
員

　

過
疎
化
が
進
み
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
大
半
を
占
め
、

集
落
の
機
能
が
維
持
で
き
な

い
集
落
が
増
え
つ
つ
あ
る
が
、

地
域
・
集
落
の
活
性
化
に
向

け
た
支
援
策
と
し
て
、
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
の
導

入
は
考
え
な
い
か
。

町　

長

　

集
落
内
に
居
住
す
る
65
歳

以
上
の
人
口
が
、
50
％
以
上

を
占
め
る
集
落
が
本
町
に
も

16
集
落
あ
る
。
災
害
時
の
対

応
や
社
会
的
共
同
生
活
維
持

な
ど
、
高
齢
者
で
対
応
で
き

な
く
な
る
集
落
が
今
後
も
増

え
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

　

空
き
家
対
策
と
し
て
、
若

者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め
、

制
度
の
活
用
に
つ
い
て
は
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

坂
元
議
員

　

農
業
が
で
き
な
く
な
っ
た

高
齢
者
農
家
の
農
地
を
守
る

た
め
、
集
落
で
経
営
団
体
組

織
を
作
っ
て
管
理
し
、
作
業

の
能
率
化
、
収
益
を
上
げ
る

農
業
形
態
と
、
共
同
管
理
す

る
体
制
づ
く
り
を
早
急
に
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町　

長

　

集
落
営
農
は
地
域
内
の
賛

同
で
成
り
立
つ
組
織
で
あ
り
、

推
進
に
当
た
っ
て
は
集
落
ぐ

る
み
の
話
し
合
い
活
動
を
通

じ
、
現
状
と
課
題
を
出
し
合

い
、
問
題
意
識
を
共
有
し
合

意
形
成
を
図
り
、
地
域
の
担

い
手
と
集
落
が
一
体
と
な
っ

た
集
落
営
農
体
系
の
構
築
に

努
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

おおさき議会だより　⑩

坂元　正春　議員

長
期
的
計
画
で
推
進

給
食
セ
ン
タ
ー
等
の
民
間
移
管
の
考
え
は

総
合
的
に検

討
を
進
め
る

限
界
集
落
の
対
応
策
は

有
効
的
な
具
体
策
を

模
索
中

集
落
営
農
ど
う
進
め
る

集
落
営
農
の

仕
組
み
を
再
構
築

給食の入ったコンテナの配送


